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戦国期定峰における村落社会の変容  
平野 哲也  
瀬」や栃谷の一部にまで及ぶ）の倍仰を集めてい  
ることが，「オメエ」大野家の伝統的な立場をう  
かがわせる。戦国期以前の定峰には，これら磯田  
家や「オメエ」を中心とする社会単位・生産組織  
が存在していたと思われる。当然のことながら，  
定峰の生産基盤はU」林資源の活用にあっがJ。   
本稿では，こうした社会秩序を保っていた党略  
の戦国期における動向を検討し，村落社会の変零  
過程を解明することを課題とした。その際，山林  
賓源の利朋のあり方，商品生産の動向に注目し，  
さらに，北条氏邦の勢力下に組み込まれていくと  
いう当該期の社会情勢も視野に入れて考察を進め  
ていくし、  
Ⅱ 商品生産の拡大と村落の動向  
1）定時の康生産   
戦国期以前より，山林潜源の利用が村人の生活  
を支える主要な生華となっていたと思われるが，  
永禄期には，宝峰における生産のありようが具体  
的に明らかになってくる。まず史料をみよう6）。  
炭焼等謂役井関津料木口，何も令免許候，若非分   
之儀申懸者有之者，則町中上着也，机如作，  
戊辰榊  「  
Ⅰ はじめに  
定峰は，秩父盆地をとり囲むL山の中腹にある。  
集落は定峰川右岸（標高230～250メートル）に点在  
しており，川をさかのぼった山中においても，標  
高300メートルから450メートルに及ぶ範開で，緩  
斜面とわずかな平坦地を利用した集落が構成され  
ている。   
『新編武蔵風土記稿』＝によると組峰は，かつ  
て中世には恒持庄に属し，もともとは貞延（サダ  
ノブ）と呼称されていたという。ムラの開発者で，  
名主の地位にあったといわれるのが磯田家であ  
る。伝承では，平将門の弟将平の家臣，磯田頁延  
が，主家の滅亡とともに走峰の地に逃れ土着した  
ことを家の起源としている2－。この伝説は，10世  
紀前後における定峰の開発の進行をホ唆する。，そ  
の子孫ほ，定峰川右岸の山の南向斜軌字「安堵」  
に賦を構え（第1図），いつの噴か2軒に分かれた。｝  
そして，今でも将門を祀った野栄明神を守り伝え  
ている。成立当初のムラの中心が，磯肘家であっ  
たことが予想される。   
また，戦国期以前のムラのありようを考える手  
がかりとして，走峰に3軒残る「オメエ」という  
屋号がある。それは，字「上平」の′ト久保家・字  
「片瀬」の大野家・字「尾舞」の飯塚家（第l図）  
である。秩父郡内外に広くみられる「オメエ」屋  
号は，ムラの開発者・草分け的な存在で，ムラや  
集落の中心となる家につけられている：i）〔）定峰の  
場合でも，飯塚家所有の田圃（字「坂本」）から応  
安2年（1369）の板碑が発掘されており，その場所  
には明治期まで妙見社が残っていた4∫。南北朝期  
に，飯塚家がムラのなかでとくに有力な地位に  
あったことがわかる。大野家についても，「オメエ」  
自体は現在地へ転出しているものの，分家の「カ  
ジヤ」が大日堂を有し，それが周辺の家々（字「片  
十二月六日  
是峯谷  
炭焼中  
触口  
斎藤八街門尉殿  
これは，永禄11年（1568）に鉢形城主北条氏邦よ  
り出された印判状である。「定峯谷炭焼中」は，  
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第1国 対象地域周辺の概要と定峰内の「オメエ」の分布   
個土地理院発行2万5十分の1地形図「安戸」「皆野」を使用）  
注）①～③は「オメエ」屋号をもつ家，①②は現在他へ転出している。   
（むは平将門伝承をもつ古い家である。  
栃谷に住む「触口」の斎藤八右衛門を通して，氏  
邦から炭焼き他の諸役・関津科などを免除されて  
いる7）。戦国期の定峰には，炭焼きを生業とする  
専門の技術集団が居住していたことがわかる。そ  
して氏邦は「炭焼中」に対して，流通上の障壁を  
とり払い，炭を生産するうえでの特権を付与した  
のである。   
走峰での炭焼きは，氏邦の秩父郡進出以前より  
活発化していたと考えられる。中世の炭は主に金  
属の熱加工をはじめとする工業用に使用され  
た8）。そういう観点で定峰の周辺を見回すと，古  
くから銅を産出する黒谷（現秩父市）や，鋳物師の  
－18 岬   
が成、〉二している。こうした需要拡大の雛響を受け  
て，「定峯谷炭焼中」は盛んに鍛冶炭を焼き出し  
たのである。   
ところで，完峰川駿奥部には字「粟の木」とい  
う山林があり，定峰の中央，走峰jIl南岸の山林に  
も字「柴山」がある（節2図）。地字が示す通り定  
峰には柴木が多く，敏近まで建築用材や屋根板材  
など多様に利用されてきた。また幕末期の例であ  
るが，山林の立木伐採権の売買契約が成立する場  
合に，買主といえども柴木を伐る権利だけは与え  
られていなかった1t））〔）ムラにおいて柴木は商い  
価値を有していたのである。栗本は鍛冶炭を焼く  
般良の樹種であり，江戸時代以降も鍛冶炭生産の  
†Jこ紘を継承してきたことが知られる。   
定峰の山林の地′亨：名をみると，「失邪念（ヤナガ  
マ）」・「小態」 ・「釜の人」などの「カマ」地  
清躍の跡がみられる榛沢郡来野Ⅷは堀町）や氾圭  
即金は（規シじ上町）が存在していた。これらの地域  
では，甑国期以前から相当嵐の炭を必貿とし，そ  
の寵愛に応える形で定峰の炭／i二痛がわなわれてい  
たことが想像できる（1   
戦国期に定峰で焼き川された炭の用途について  
は，人lI二2年り1574）の北鋸tノミl州判斗㍍ナに‖羊しい（1  
代用は，斎藤八右衛門を過じて，毎年13し）俵の炭  
を調えて「歳事行人」へ納めるよう求めてきた〈、  
それは「炭廿∴人分，侶∵人こ正俵宛」と細分し  
で則り、当てられ，130俵の内駅は「おこし炭」78俵・  
r鍛治炭」52俵とほめられていた｛、永禄期に秩父  
郡へ進目し．その後大正期にかけて卜杉氏・此川  
代との同盟・拭浄を練り．返Lていた代用にとり  
て，武肘軋闘二供する炭は必‘ぷ物寮であり，この  
時期鉢職域卜のl机こは「儲冶小路jや「鉄砲′ト肺」  
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第2固 定峰における葉木地名・カマ地名の分布  
（国土地理院発行2万5子分のl地形掬「安戸」を使用）  
技）小久保隆男氏所蔵「定峰全図」により比定  
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元亀3年（1572）の北条氏邦宛行状12）によると，  
斎藤家は「忠信」を尽くした功績により「走峯之  
内間々田分増」の「知行」権を与えられている。  
この史料からは，定峰のなかに「本辻」以外に「増  
分」が生まれ，しかもそれが「間々田」という地  
名ないし「百姓在家」の家名と結びつくものであっ  
たことがわかる。  
「間々田」に関しては次の史料13）がある。  
綿役之単  
一ハ 間々田十郎太郎  
－ハ 同式部  
一一一ハ 大夫  
一一ハ 若林  
巳上   
右，於三沢廿貰文地，従 御本城被成御扶持候処，  
相通之由申上候，然者，知行之内二而被為買候公  
方綿，四砲一週御赦免候，弥々叫定規旨，被仰山  
者也，偽如件  
名が多いことに気付く（第2図）。「石くど」（「くど」  
＝「窯」）という地名も同類とみてよい。これらの  
地名を一概に炭窯の存在と結びつけるわけにはい  
かないが，古い時期の炭生産の場を示す可能性は  
高い。また，定峰川を挟んで「／ト釜」に向かい合  
う山林は「炭伏場」（現在，大字「山田」分）とい  
う字名をもつ。以上のような炭生産に関連する地  
字の山林は，川岸からすぐ山になる斜面に多く分  
布している。「小釜」・「石くど」が定峰・栃谷・  
山田の3ケ村入会山であることから，かつての共  
有林野での炭生産の跡がうかがえる。   
戦国期以前の炭生産の労働のあり方について，  
「オメエ」を中心とする社会の仕組みが炭焼きの  
生産組織にも対応していたことが考えられる。各  
「オメエ」を親方とし，多数の焼子を含む経営体  
が炭生産の単位となっていたのではないだろう  
か。ところが天正期には，「炭焼中」として26人  
が数えられていた。炭生産の単位が分化したので  
ある。これは，戦国期末，需要増大による生産拡  
大の過程で，実際に炭生産に携わる焼子たちが，  
個々の経営を自立させはじめた兆候ととらえるこ  
とができる。また，一気に需要が高まると，これ  
まで炭焼きの行なわれなかった山林にまで村人の  
眠が向くようになり，炭生産の場は広がっていっ  
たと思われる。こうした動きが，「オメエ」を中  
心とする生産単位の解体を推し進めていった。そ  
して，戦国期末に進んだ生産単位の個別分散化は，  
江戸時代に入ってさらに進行し，江戸時代中期に  
は自家労働力を中心とする炭生産が主流になる。  
延享元年（1744）の「万御役炭請取帳」11）では，個々  
の百姓が生産量に応じて役炭を負担しており，「一  
俵之内」・「二俵之内」という分割納入形態が，  
炭生産の権利（山林所有権・利用権）が株として成  
立し，売買や分家創出によって移動していたこと  
をうかがわせる。  
2）真綿生産者の出現   
戦国期の走峰では，炭生産が活発化するのと並  
行して，新たな商品生産を推進する動きが起こっ  
ていた。  
永禄七年  
六月十八日  
甲子  
三山番之  
斎藤八右衛門殿  
永禄7年（1564）斎藤家は，「三沢廿欝文地」の  
代わりとして，これまで「知行之内」から鉢形へ  
納めてきた「公方綿」の納入を赦免された。実質  
的には，綿の徴収権が与えられたのである。さて，  
ここに登場した4名の綿役負担者のうち2名が  
「間々田」を名乗っている点に注月したい。これ  
らが，先の「定峯之内間々田分増」と関連する存  
在であることはいうまでもない。また，定峰に「若  
林」姓の家があることからみても、4名の綿役負  
担者は定峰内部の「百姓在家」に限定されてくる。   
山般に「間々」は崖状地形を示す言葉とされる  
が，そうだとすれば，「間々田」とは階段状に拓  
かれた田園という意味に解せよう。走峰では古く  
から水田が拓かれていたが，とくに字「権現堂」  
の水田は，海抜450～500メートルに達する山腹の  
ー 20 椚   
目に分かれ出た家につけられる屋号であると推定  
されている。「オメエ」が江戸時代初期に菩提寺  
定岳寺16）を建てるのに対して，「ウチデ」は天文  
年間（1532～55）には独自の帰依尊書龍院17）を有  
していた。隠居分家は祭祀権をともなって行なわ  
れる場合が多い。「ウチデ」が「オメエ」より隠  
居分家したことが想定できるが，その時期は北条  
氏邦の勢力が秩父郡に及ぶ1：描写であった。雲龍院  
には多数の板碑があったと伝えられており，天文  
期頃の「ウチデ」の勢力が「オメエ」小久保家を  
凌ぐものであったことをホ唆している。   
「若林＿j家は，「ムケエ」という屋ぺ・をもつ若  
林イッケの本家に比定される。減る「人夫」に比  
定される候補はt 汗い時代小久保イ・ノケとの関係  
がとりわけ深く，【1－●くから州‡三するといわれる「ヨ  
コミナ」高橋家が考えられる。これら4軒は山腹  
の卜了＝ニ地域に桝を構えており．「オメエ」と「ヨ  
コミサ＿】の屋敷が乍「上平」に，「ウチデ」と「ム  
ケエ」の撞敬はそれより下方の字「下平」に立地  
していた。   
このように，戦国期末の「上平岬1・「下平」に  
は4軒の「百姓在家」が存在し，それぞれが綿役  
という課役負押の単位となっていた。これほ，彼  
らが個別・主体的に締牡鹿に従事する．独自の生  
産単位であったことをホす。個々の実生鹿者が「百  
姓在家」として畠立していたのである。   
4軒の「百娃在家」が商品生産に励む背教には，  
当該期の秩父地方における市場商業の発達があっ  
た鮎r】げんに，敵国期には青田の市が成立して  
おり，両神相律の薬師優でも市が開かれ後背地の  
産物が取－＝＝きされていたj9）。定峰付近では，  
大宮郷の掃が槻能していたと思われる。ゝ この市の  
成立年代は判然としないが，江戸時代初頭には確  
実に存在していることから，戦国期の段階で，周  
辺村々からの余剰生産物・商品が流れこみ，活発  
に取り引きされる実態があったとみるべきであろ  
う。定峰の「百姓在家」も，大宮郷での売却を目  
指して商品生産を拡大していったのである。村々  
における商品生産と市の成立は，表裏一体の関係  
にあった。  
南側斜巨酎二立地している点で特徴的である。それ  
は，山林斜面を等高線に沿って横に細長く切り拓  
き，わずかにできた平地面を石垣で囲んで棚田状  
に造成した水田であった（写輿）。そこに山の沢水  
や湧水を引き入れ，昭和初期まで水田稲作が行な  
われていた。このような水田開発の起源は，江戸  
時代より前に遡ると考えられる。   
こうして「定峯之内間々田」が「権現堂」の水  
田を指すことがわかり，「間々田」姓を有する2  
名の綿役負担者についても，「権硯億」の水田を  
所有してきた者たちであったと想定できる。明治  
初期の地籍図から「権現堂」の土地所有の状況を  
確認してみると（範3図），まず，小久保イッケの  
所有が群を抜いていることに宗刃・く。戦国期には  
それらの土地すべてを，総本家にあたる「オメエ＿－  
小久保家が所有していた14）い そして，小久保家  
に次いで人きな土地所欄‘を誇るのが「ウナデ＿＿J畠  
If一家であった。「ウチデー】は汁ヂ＝印書代はl‘Illl権規  
の神宮職にあり，「式部」 を名乗る時期もあっ  
た睨 。以上のことから，「関々ヒl汁郎太郎」は「オ  
メエ」′ト久保家，間々田「式部＿Iは「ウチデ」畠  
Ⅲ家に比定できる。   
ところで，同じ「関々‖」枇を名東る両計は，  
1†∫－くは本分家関係にあったと思われる。事実，こ  
の地方では，「ウチヂ」は「オメエ」から第一▲衝  
写奥 現在の「権現堂」の胤寮  
＝992年5月撮影，現在は鬱蒼とした樹木  
に揮われているが，かつては，石垣を組ん  
だ棚田が山腹に並んでいた。今でも石垣の  
跡は確っている。）  
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A－ オメエ（小久保家）  
A2 チギョウネ  
A3 サカヤ  
A4 ホカガイト  
A5 東沢  
A6 ニホギ  
A7 下ン隣  
B ウチデ（島田家）  
C 定岳寺  
⊂］田   
［＝］川ト 一拍  
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第3国 字「権現蛍」の土地所有と土地利用（明治初期）  
（土地所有は「明治19年土地台帳」，土地利用は「明治9年地籍図」より作成）  
注）A2～A7はAlを総本家とする小久保イッケである。   
たのである。当時の「増分」の存在形態を考える  
際に，共有林のなかに浮島状に個別所有の畑・焼  
畑が点在するという秩父郡中津川村の状況が参考  
になる。そういう「増分」の急増は「定峯谷炭焼  
中」全体の山林利用のあり方に動揺をもたらすこ  
とになる。戦国期の定峰では，従来通り炭焼きを  
生業の中心に据えようとする着たちと，真綿生産  
に比重を移そうとする者たちとの山林利用をめぐ  
る利害の衝突が生まれていた。これまで同じ立場  
で利用してきた山林で後者による新開が進むとす  
れば，前者が反発を強めるのは当然である。しか  
も，新開地を持つ者と持たない者との差が生まれ  
ているにもかかわらず，年貢や役負担に何ら変化  
がなければ，周囲は綿生産を推進する「上平」・  
「下平」の4軒に対して不平等の観念を抱き，不  
満を噴出させる。こうした周囲の圧力があったた  
めに，4軒の「百姓在家」は，「増分」を持つ綿  
ところで，秩父地方でつくられる綿は真綿で  
あったと考えられるから，桑の生産が不可欠の要  
件となる。その意味で，ある程度の米生産を実現  
し得る条件（「権現堂」の水田）を有していた「オ  
メエ」や「ウチデ」は，常畑を主穀生産以外に，  
桑畑として利用することができた。ここに，より  
有利な生産環境を作り出そうとする彼らの積極性  
が見いだせる。   
この時期，真綿生産の拡大にともない，天然の  
山桑の利用や，山林開墾による桑畑の拡大など，  
山林利用法の変化が生じたことが考えられる。彼  
ら端役負担者は「増分」を有する「百姓在家」で  
あったが，この「増分」こそ，山林のなかに拓か  
れた新開地ではなかったか。彼らの居住する「上  
平」・「下平」は山の中腹にあり，周囲には未開  
発の山林も多かったと思われる。彼らはそこに「増  
分」を拓き，それを粒子に商品生産を活発化させ  
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生産者であることを自ら申諭していかなければな  
らなかった。ここに，指出検地の形で「増分」が  
氏邦に承認されていく必然性が存在した。ただし  
この過程は，新たな開墾を行なった者がその土地  
の所有権を認められるという事態をも推進し，戦  
国期以降，定峰の肛林間党が進展していったこと  
が推測される。  
Ⅱ 村落と北条氏邦の関係  
戦国期，戦国大名の勢力争いの渦中にあって，  
秩父をとりまく政治情勢はめまぐるしく変動して  
いた。このことは，定峰の商品性経常のあ町カに  
も人きな影響を及ぼした。   
その点を考えるうえで，後北条氏からの発給史  
替を所有し，定峰と後北条氏とを媒介していた梅  
谷斎藤家の動向をみることは重要である（J   
斎藤家の屋敷は，三沢群と定蜂の子手とが合流す  
る谷口に位置していた。その範囲は，北側を川に，  
南側を崖で阿まれ、【首状に蹴り川した河岸段丘l如  
の突端部分に比定される（箪4図）。同家は，すで  
に戦国期以前より梅谷の名主として存在していた  
と考えられる。枇固期，斎藤八イr衡門に宛てられ  
た文番のうち股㌔fのものは，永棟3年（1560）の北  
条氏康判物である2t））l。その年後北条氏は，関常  
に出陣してきた上杉氏に対抗し仁秩父大宮で合戦  
を交えている。斎藤家は，この合戦で軍功をあげ，  
退却する上杉方の南小二郎を三沢糾こおいて襲撃  
し手柄を立てた。そして，「三沢谷弐拾露文地」  
の恩賞を宛行われたのである。1これ以降，鉢形城  
主北条氏邦から盛んに文書を受けていることが，  
斎藤家が「大宮合戦」を契槻に後北条氏の傘下に  
属し，周辺地域のなかで急速に勢力を伸長させて  
いったことを示している。   
こうした斎藤家の動きとは轟腹に，地域で後退  
していく勢力があった。ここでは，文番上で斎藤  
家に与えられた「三沢谷」の扶持が実現されず，  
代わりに定峰内部の綿役徴収権が与えられた点に  
注目しておきたい。その背景には，従来よりの三  
沢谷名主層が，氏邦に反抗的あるいは非協力的な  
、‡場を保っていたことが考えられよう。∴一三沢谷に  
ほ，古く「スミタ（仕出）」・「タマガワ（玉川）」  
という名主が存在Lていた。そのうち「クマガワ」  
は「ナガオ（長尾）様」を祀っており2lJ，氏邦の  
鉢形入城以前の長尾筑春支配時代（文明年間）以来  
の伝統を引いていたことがわかるくこ▲ 彼ら三沢谷の  
名主層は，その当時の地域の有〃者であったと考  
えられる。しかし，現実に氏邦の勢力が強まって  
いるにもかかわらず㌔√くからの立場に問執したた  
めに，積極的に氏邦へ近づいた斎藤家の地位上昇  
とともに，相対的な勢力低下を余儀なくされたの  
であるぐ）かつて鉢形の城では，斎藤より「スミタ」  
が上棟であったところが，やがて「スミタ」が斎  
藤に味を譲り，‖ら「フクシマ」と名を改めたと  
いう†よ説も，鉢形城の王が錠尾氏であった時代か  
ら北条氏邦の時代へ移行した閥の勢力交替の様相  
を物語るものであろう。   
氏邦のもとで有力となった斎藤家は，元亀3年  
（1572），「定峯之内聞々用分増」の「知行」権を  
付与され，同時に定峰「若林木Ⅰ二助分」の本辻・  
増分の「代官」役を命じられている22）。これよ  
F）先永禄7年（1564）には，党略の「百姓在家」か  
らの補役徴収権を得ていたミ）また「定峯谷炭焼中」  
に対する「触口」ともなっていた。，この抑一連の動  
きは，従来あった是峰の「代官」職が，新たに斎  
藤家の手に渡されていく過程とみられる。それ以  
前の「代官」職は，斎藤家にとって替わられた三  
沢谷の名主層が饗掘していたと想定するペきであ  
ろう。こうして，栃谷のⅣ一名主であった斎藤家が．  
永禄期以阻北条氏邦の在地における「百姓代官」  
として取り立てられていった。氏邦が秩父郡に進  
出した時期は，在地における変革期であった。   
斎藤家が 「触口」あるいは「代官」として定峰  
と氏邦をつなぐ櫻点になったことで，ムラのなか  
でもさまざまな変化が起きた。宝峰には，古くか  
らの由緒をもつ磯田家や3軒の「オメエ」が存在  
したが，その勢力には時代的な差があった。先に  
みた通り，「上平」・「下平」の「オメエ」小久  
保家をはじめとする4軒の綿役負担者＝「百姓在  
家」が，ムラのなかで経済力を突出させていたの  
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第4固 斎藤家屋敷他の景観（戦国期一江戸初期）  
（「土地宝典」と聞き取りにより作成）  
注）福蔵寺は斎藤家の葦提寺であるが．その成立は髄永期であるとされている。  
が戦国期末の状況であった。一方で，磯田家や川  
筋の2軒の「オメエ」について，当該期の活動を  
示す痕跡は見当らない。これは，14世紀には有力  
な地位を保っていた「オメエ」飯塚家も，戦国期  
には，経営の多角化を図った「オメエ」′ト久保家  
などの台頭の前に社会的地位を低下させたことを  
意味する。こうした勢力交替の要因は，一つには  
4軒の「百姓在家」の経済力の上昇にあったが，  
氏邦への接近の仕方の遠いにもあったと考える 
4軒は，「増分」を申告した者たちであり，綿役  
の負担者として個別に氏邦に把捉される存在で  
あった。つまり，彼らは積極的に斎藤家と結びつ  
き，氏邦との関係を深めていったのである。   
詳細にみれば，4軒の「百姓在家」のなかにも  
差異があった。それは，本分家関係にあったと思  
われる小久保家と島田家が，少なくとも江戸時代  
以降はまったく別系譜の家として存続してくると  
ころに端的に表れている。島m家は，氏神に諏訪  
杜を祀り，武田氏進攻の時，同氏の神官として定  
峰に土着したという由緒をもつ。他方小久保家は，  
家阻を岩槻太田氏（永祐7年以降後北条氏支配下）  
の臣，代山城主「小久保縫殿助」に求め，天正18  
年（1590）後北条氏の滅亡（同年岩槻城落城）と同時  
に定峰に住み着いたと伝えている∠3J。島田家と  
武田氏との関係成立は，後北条氏と武田氏の同盟  
時代であったか，あるいは武田氏の秩父郡進攻時  
であったか定かではないが，本分家の間でも，後  
北条氏と武田氏といずれと結びつくかで立場を異  
にした。本分家が分かれて別の戦国大名に味方し  
たり，優位とみればすぐ主を乗り換えるというよ  
うな動きが，戦国期末の秩父郡内の在地の動向を  
象徴している。そういう社会状況のもと，後北条  
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氏との関係をいっそう深めた「オメエ」小久保家  
が，4軒の「百姓在家」のなかで地位を上昇させ，  
後北条方の将として各地に転戦したことは十分考  
え得る。   
では，なぜ「オメエ」小久保家ら4軒の「百姓  
在家」は北条氏邦と結びついたのであろうか。秩  
父地方では，戦国期，氏邦によって，綿・炭・漆・  
鉛などが徴収の対象とされていた24J。また地域  
では，鉄・金・銅・絹・紙などの生産が盛んで  
あった。すでに戦国期以前に，山林資源の生み川  
す商品や山中で採掘される鉱物が潤沢であり，そ  
の価値は村人ばかりでなく，戦国大名の眼をも引  
き付けたのである。j事実，氏邦が秩父郡内の各所  
へ発給した文香の宛所や内容をみると，l虹技／ト祀  
に掩わる着たちの存在が広範に確認されるr、   
定峰の場合でも，永禄～天止別，「定挙行炭焼中j  
に対して命令が下されていたl一，「触［しl斎藤八右  
衛F－りが仲介に、‡ってはいたが，氏邦は26㌢－の「炭  
焼中」を把推しており，求める炭の割り、当てまで  
詳細に捷ホしている。これは，氏邦が，「代′酌  
斎藤家のみを支配するのではなく，直二確約にムラ  
の牛虎者∵生産の現場を掌握しようとしていたこ  
とにほかならない。在来の秩序が存在するなかで  
秩父郡に進出した氏邦は，【1－iらの存二存二基盤として  
新たに柑々の実生産着を取り込もうとしたのであ  
る。それゆえ，実生塵者の権利を認める内容の文  
勢を数多く発給していくことになった。－「炭焼中」  
に対する流通上の特権付与も，実生慮者たちの要  
求に応えざるを得なかった氏邦の政治の特徴とみ  
ることができよう。   
当該期，氏邦の眼はムラ内部の個別生産者にま  
で及んでいた。その岬－【一例が，定峰の綿役負担者4  
軒である。「炭焼中」という粂川のかたちではなく，  
個々の「百姓在家」を個別の課役負押者としてと  
らえていたのである。彼らが商品（綿）の生産者で  
あったことが氏邦を引き付けた投大の要因であっ  
た。そして，彼らの「増分」＝新開推進の動きが，  
開発を奨励する氏邦の狙いに即応したことも重要  
である。「百姓在家」の側にしてみれば，開発地  
について氏邦から所有権を公認される利点があっ  
た。   
以上のように，新しい秩序を求める在地社会の  
要求に対応しようとする氏邦の動きが，小久保家  
ら「百姓在家」の利害と一致し，彼らと氏邦とを  
結びつけた。柑々の商品生薬者は，自らにとって  
有利な勢力に積極的に擢近していったのである。  
斎藤家にしても，柑々の商品魚層者の意志を代表  
するかたちで，氏邦の被官化を図ったことが考え  
られる。当該期，氏邦を支えた岩田氏・出浦氏・  
猪股氏・彦久保氏などの土駿が，みな山間の小村  
を基盤とし，そこでの商品生産に依って立つ存在  
であったことも，定峰や斎藤家でみた動向に通じ  
るものであった、，  
Ⅳ おわりに  
本稿では，定峰を対象に，戦国期の秩父郡山開  
村洛における社会変化について，山林利用のあり  
方や後北条氏進出以後の社会状況との関連のなか  
で検討してきた。   
党略では，戦国期以前から磯印家や「オメエ」  
3軒を中心とする暴落が構成され，それぞれが生  
産単位となっていたことが推測される。生薬の中  
心は山林饗源の商品化にあり，とくに炭は重要な  
生産物であったど，その後永榛期に秩父郡が北条氏  
邦の支配下におかれると，炭生産はいっそうの拡  
大をみせる。これには，常葉の増大と商認・商品  
流通の発展による商品価値の高まりとが影響して  
いた。そして炭生産の拡大は，磯田家や「オメエ」  
を中心とする従来の共同生産の仕組みを変え，生  
産単位の個別化を促進Lた。   
同じ宝峰でも山の中腹に解任する「百姓在家」  
は，新たな商品生産の展開を図り，永禄期には，  
炭以外に寅綿の生産を拡大していた。当該斯に成  
立する市場は，そうした柑々での商品生産活動の  
上に成り立つものであり．同時に市での取り引き  
の活発化が村々の商品生産に拍車をかけた。定峰  
の「百姓在家」も市場商業の影響を′受けつつ，山  
林のなかに新開地を切り拓き，積線的な商品生産  
を行なった。その結果，彼らのムラのなかでの鞋  
椰 25 …   
付 記  
現地調査にあたっては，秩父市走峰の′ト久保隆男   
氏から終始惜しみない御助力を賜わり，多大な御教   
示をいただきました。氏の寅年にわたる御研究の成   
果『定峰誌』を，本稿作成のうえでの参考とさせて   
いただきました。また，皆野町三沢の関口誠．三郎氏，   
秩父市栃谷の妙音寺住職丹羽信孝氏には，薯重なお   
話をうかがいました。資料収集の際には秩父市立凶   
審館の方々に，聞き取り調査にあたっては地元走峰   
地区の皆様に大変お世話になりました。なお実習時   
には，筑波大学人文学類の小池太郎・猪野義彦・李   
錦←一・江尻大裕・間宮盛事・勝股彩子・田中浩…‥   
筑波大学大学院歴史・人類学研究科Ⅲ申達也の各氏   
に御協力いただきました。以上．妃して厚くお礼申し   
上げます。   
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永禄期の走峰周辺では，後北条氏との関係の持  
ち方の相違によってさまざまな勢力交替が起こっ  
ており，栃谷斎藤家のように氏邦と結びついた名  
主層が在地の「百姓代官」として盛んに取り立て  
られていった。定峰のなかでも，綿生産を行なう  
4軒の「百姓在家」が氏邦と近い立場にあったこ  
とが指摘できる。それが彼らの勢力を強めた－一一閃  
でもあった。氏邦は，直接的に商品生産者を自己  
の基盤に据えようとし，生産者の要求に対応する  
動きをみせた。そ・の点で4軒の「百姓在家」の利  
害に合致し，彼らは氏邦の勢力に接近していった  
のである。なかでも「オメエ」小久保家は，配下  
の武将であったという伝承をもつほど氏邦（後北  
条氏）との関係を深め，戦国期末の定峰で，卓越  
した地位を誇るようになっていた。   
ところで「オメエ」小久保家は，江戸時代を迎  
えて定峰村の名主に就く。後北条氏の被官となっ  
た斎藤家が地域での地位・勢力を衰えさせるのに  
対し，小久保家はムラの実力者として勢力を伸ば  
していったのである。そして承応期から元禄期に  
かけて多数の分家を輩出し，イッケの拡大を実現  
している。敵国期にムラでのしあがっていった小  
久保家が，後北条氏滅亡以後も勢力を上昇させ続  
け，村落運営の主導権を纏ったことがわかる。そ  
の原因を明らかにするためには，戦国期以来の商  
品生産者が，時代の転換点をいかに乗り切って  
いったのかという問題について検討する必要があ  
る。戦国期，主に秩父大宮方面へ向いていたと思  
われる眼が，近世に入って，急成長する江戸や周  
辺地方都市の商品需要へ向けられていくことが予  
察されるが，具体的な考察は後日を期したい。  
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おける炭生産について服部‥偶の研究がある．そ  
こでは，人全林野での商品生涯のl窺まりが，柑の   
秩序を変化させていくことが指摘されており，ホ  
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